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論文の概要及び判定理由 

分子の発光を利用した分析やイメージング技術は，細胞や組織を生きた状態で観測することがで

き，分析対象物の濃度や分布をリアルタイムに検出およびイメージングすることができる。この技

術では，プローブと呼ばれる発光性分子の開発が重要である。本論文では，イリジウム錯体（Ir(III)

錯体）を発光団に用いて，細胞内の酸素分圧を簡便にイメージングするためのレシオ型酸素プロー

ブ分子と，臓器の血管走行をイメージングできるプローブ分子の開発を行った。プローブ分子にア

ルギニンペプチドを結合させることで，従来の分子と比較して細胞内移行性を飛躍的に向上させら

れることを明らかにし，蛍光顕微鏡を用いた細胞内酸素分圧イメージングに成功した。また，小動

物に投与されたアルギニンペプチドが血管内皮に止まることを発見し，Ir(III)錯体を結合させた血

管イメージングプローブを設計・合成し，小動物内の様々な臓器や，腫瘍，脂肪肝などの病態組織

の毛細血管の走行をイメージングした。 

以上，本論文は，Ir(III)錯体を発光団に用いた細胞内酸素分圧計測のための発光プローブ分子と，

組織内の酸素供給に重要な血管をイメージングできる発光プローブ分子を開発したものであり，酸

素が関与する生命現象の解明に大きく貢献できる研究内容であることから、博士（理工学）の学位

に値するものと判定した。 
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